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東
京
葛
飾
で
生
ま
れ
、
夫
（
好
太
郎
氏
）

と
結
婚
し
た
後
、
主
人
の
実
家
で
あ
る
こ
こ

「
紬
の
里
」
へ
越
し
て
き
た
。「
義
母
は
毎
日
、

機
織
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
が
こ
の

仕
事
を
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
い
つ
の
間
に
か
、
厳
し
い
義
母
に
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
教
わ
り
な
が
ら
機
を
織
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
抵
抗
な

く
、
自
然
に
機
織
り
を
し
て
い
ま
し
た
」
と

美
津
子
さ
ん
は
懐
か
し
そ
う
に
話
す
。

　

国
の
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
要
件
で
あ

る
地
機
織
り
の
伝
承
者
は
、
年
々
減
少
し
て

い
る
。
つ
い
最
近
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
自

分
の
為
の
紬
を
一
反
織
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
毎
日
織
っ
て
い
て
も
、
い
ま
だ
に
、
納
得

の
い
く
仕
上
が
り
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
ま
だ

ま
だ
勉
強
で
す
。」
と
謙
虚
だ
。
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商
工
会
連
合
会
は
第
53
回
通
常
総
会
を
５
月
29
日
に
宇
都
宮
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
、
福
田
富
一
県
知
事
や
螺
良
昭
人
県
議
会
議
長
な
ど
多
く
の

来
賓
を
迎
え
て
開
催
し
た
。
総
会
で
は
第
６
号
議
案
ま
で
を
慎
重
審
議
し

た
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
、
役
員
の
補
充
選
任
で
は
、

喜
連
川
の
小
堀
勇
人
会
長
が
新
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
中
村
会
長
は

「
安
倍
内
閣
の
間
断
の
な
い
経

済
対
策
に
よ
り
、
先
行
き
に
明

る
さ
や
各
種
指
標
に
も
好
転
の

兆
し
が
見
え
て
き
た
が
、
地
域

経
済
は
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て

国
は
、
小
規
模
企
業
振
興
策
と

し
て
『
小
規
模
企
業
活
性
化
法
』

を
昨
年
に
施
行
し
、
さ
ら
に
『
小

規
模
企
業
振
興
基
本
法
』
が
３

月
に
閣
議
決
定
後
、
今
国
会
で

審
議
さ
れ
て
お
り
、
各
種
施
策

が
会
員
企
業
に
ス
ム
ー
ズ
に
浸

透
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

役
員
の
補
充
選
任
で
は
、

西
﨑
將
晴
会
長
（
第
２
ブ

ロ
ッ
ク
・
氏
家
）
の
辞
任

に
伴
い
、
喜
連
川
商
工
会

の
小
堀
勇
人
会
長
（
第
２

ブ
ロ
ッ
ク
）
が
新
理
事
に

選
任
さ
れ
た
。
任
期
は
平

成
27
年
５
月
30
日
ま
で
の

残
任
期
間
と
な
る
。

◀議長を務める飯塚洋会長（益子町商工会）

「小規模企業振興基本法」
施策の会員企業へのスムーズな浸透に期待
「小規模企業振興基本法」
施策の会員企業へのスムーズな浸透に期待

【
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
制
定

に
向
け
て
】　

　

平
成
25
年
度
は
法
制
定
に
向

け
、
商
工
会
組
織
を
挙
げ
て
国

に
対
し
要
望
し
て
き
た
「
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
」
が
３
月

７
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
小
規

模
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
地

域
に
根
ざ
し
、
地
域
を
支
え
、

雇
用
を
守
る
様
々
な
小
規
模
企

業
施
策
が
期
待
で
き
る
。
同
法

案
は
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
お

り
、
制
定
が
待
た
れ
る
。

　

そ
の
前
段
階
と
し
て
、
平
成
25

年
度
補
正
予
算
で
決
ま
っ
た
「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

は
販
路
開
拓
に
最
大
１
０
０
万

円
を
補
助
す
る
も
の
で
、
申
請

手
続
き
も
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。

　

小
規
模
企
業
に
と
っ
て
、
国

の
支
援
策
も
一
段
と
身
近
な
も

の
に
な
り
、
商
工
会
の
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

【
商
工
会
の
機
能
強
化
】

　

懸
案
で
あ
っ
た
機
能
強
化
計

画
（
補
助
対
象
職
員
の
定
数
管

理
を
含
む
）
の
策
定
は
、
県
に

「
商
工
会
及
び
商
工
連
機
能
強
化

計
画
」
を
提
出
し
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
人
事
異
動
で
は

導
入
後
こ
れ
ま
で
に
な
い
本
格

的
な
交
流
を
行
っ
て
、
目
的
で

あ
る
商
工
会
の
支
援
体
制
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

政
策
提
言
活
動
で
は
、
茂
木

経
済
産
業
相
を
は
じ
め
県
選
出

関
係
国
会
議
員
と
の
政
策
懇
談

会
を
初
め
て
開
催
し
、
地
域
や

小
規
模
企
業
に
対
す
る
支
援
策

の
拡
充
な
ど
を
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
と
ち
ぎ
商
工
会

 

”
ス
ー
爺
サ
ン
タ
“の
軽
ト
ラ
市

事
業
」
は
過
去
最
多
と
な
る
10

商
工
会
で
３
５
１
台
が
参
加
す

る
成
功
ぶ
り
で
、
す
っ
か
り
商

工
会
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。

氏家商工会

加 藤 　 有
かとう たもつ

Ｓ 

20
年
１
月
13
日
生(

69
歳)

か
く
ま
る
本
店
代
表

昭
和
63
年
か
ら
理
事
　
　
　
　
　

新会長紹介

平
成
25
年
度
事
業
総
括

▲多数の来賓を迎えて開催された総会

▲
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
に
よ
り
施
策
の
ス
ム
ー

　

ズ
な
浸
透
に
期
待
す
る
」
と
挨
拶
す
る
中
村
会
長

商 工 連
第  53  回
通 常 総 会



市
商
工
会
青
年
部
の
高
久
剛
一

部
長
を
議
長
に
選
出
し
、
提
出

さ
れ
た
平
成
25
年
度
の
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
平
成
26
年

度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
、

役
員
の
補
充
選
任
な
ど
４
議
案

が
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
の
事
業
計

画
で
は
、
部
員
自
ら
が
経

営
者
と
し
て
の
「
自
立
と

自
律
」
を
目
指
し
、
青
年

部
活
動
を
「
学
び
」
の
場

と
し
て
位
置
づ
け
、「
経
営

計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
」
や
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５
月
９
日
、
県
女
性
連

（
渡
邉
サ
ダ
子
会
長
）
は
、

第
49
回
通
常
総
会
を
ホ
テ

ル
東
日
本
で
開
催
し
た
。

　

総
会
は
、
栗
山
芳
枝
部

長
（
西
方
）
を
議
長
に
選

　

県
青
連
（
戸
崎
泰
秀
会

長
）
の
第
47
回
通
常
総
会

を
５
月
16
日
に
宇
都
宮
市

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

で
開
催
し
た
。

　

総
会
は
、
う
つ
の
み
や

出
し
、
平
成
25
年
度
の
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

平
成
26
年
度
の
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
、
役
員
の

補
充
選
任
な
ど
４
議
案
が

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、ブ
ロ
ッ

ク
別
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
て

11
月
に
「
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
、女
性
部
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
更
な
る
資
質
の
向
上
を

図
り
、
価
値
あ
る
存
在
企
業
に

な
る
た
め
の
手
法
等
を
学
習
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
部
員
増
強
『+

１
全

県
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』」
や
地

元
購
買
・
地
元
発
注
10
％
ア
ッ

プ
運
動
を
引
き
続
き
推
進
し
て

い
く
。

　

な
お
、
理
事
の
補
充
選
任
で

は
、
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
栗
山
芳

枝
部
長（
西
方
）と
、第
５
ブ
ロ
ッ

ク
の
岡
本
悦
子
部
長
（
下
野
市
）

の
辞
任
に
伴
い
、
次
の
２
人
が

後
任
に
選
任
さ
れ
た
。
任
期
は

前
任
者
の
残
任
期
間
と
な
る
。

　

理
事　

針は
り
が
い谷
と
し
子
（
西　

方
）

　

  

〃　

 

伊い
ざ
わ澤　

和か
ず
こ子
（
下
野
市
）

「
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

す
る
な
ど
積
極
的
な
事
業
を
展

開
し
て
い
く
。

　

な
お
、
理
事
の
補
充
選
任
で

は
、
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
高
久
剛

一
部
長
（
う
つ
の
み
や
市
）
と
、

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
の
菅
沼
英
一
郎

部
長（
市
貝
町
）の
辞
任
に
伴
い
、

次
の
２
人
が
後
任
に
選
任
さ
れ

た
。
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期

間
と
な
る
。

　

理
事　

間ま
じ
ま島　

剛た
け
し（
う
つ
の
み
や
市
）   

     

〃　

 

森も
り　
　

敦あ
つ
し（
芳
賀
町
）

県 青 連
第  47  回
通 常 総 会

県 女 性 連
第  49  回
通 常 総 会

「自立と自律」を
目指して

リーダーセミナーで
資質向上を

「自立と自律」を
目指して

リーダーセミナーで
資質向上を

【栃木県・県内全市町からのお知らせ】

〜 個人住民税特別徴収義務者の一斉指定 〜
栃木県内全市町で平成 27 年度から実施します

	 	 	
　より一層公正で公平な賦課徴収を行うため、地方税法に基づ
いた特別徴収義務者の指定を県内全市町で平成 27年度から一斉
に実施することになりました。皆様におかれましても、ご理解
とご協力をお願いいたします。
	 	 	 	 	
取組みに関するお問い合わせ　	 	 	 	
　県税務課（028−623−2108）・県市町村課（028−623−2118）
具体的な手続きに関するお問い合わせ　各市町（個人住民税担当課）

「地域の活性化を目指し資質の
向上を図る」と渡邉サダ子会長

「小規模企業振興基本法，肝心
なのは皆さんの活用だ」と戸崎
泰秀会長

県下の女性部長が一堂に会し議事がスムーズに進行新年度の事業計画と予算を慎重審議する青年部長
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小規模企業振興基本法が成立
　　　商工会の役割と活用が一層重要に

　

県
議
会
６
月
臨
時
議
会
が
５

月
28
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
30
日

に
県
内
の
商
工
会
長
や
事
務
局

責
任
者
な
ど
20
名
が
、
三
森
文

徳
県
議
（
商
工
会
を
支
援
す
る

会
事
務
局
長
）
の
代
表
質
問
の

傍
聴
を
行
っ
た
。

　

一
番
目
に
質
問
に
立
っ
た
三

森
県
議
は
、「
小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
制
定
を
見
据
え
た
小
規

模
企
業
支
援
」
に
つ
い
て
、
県

執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
荒
川
政
利
県

産
業
労
働
観
光
部
長
は
「
県
内

企
業
の
70
％
を
占
め
る
小
規
模

企
業
に
対
し
身
近
な
商
工
会
、

商
工
会
議
所
の
役
割
が
一
層
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
小
規
模
事

業
者
に
寄
り
添
い
事
業
計
画
の

策
定
や
指
導
な
ど
伴
走
型
の
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
県
も
併
せ

て
支
援
を
し
て
い
く
」
と
答
え

た
。
さ
ら
に
三
森
県
議
は
「
踏

み
込
ん
だ
対
策
と
支
援
を
し
て

ほ
し
い
」
と
強
力
に
要
望
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
矢
板
駅

東
口
に
５
月
20

日
、「
食
べ
る
、

飲
む
、
参
加
す

る
、
集
う
、
地

域
で
育
て
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
「
コ
コ
マ
チ
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
既
存
の
２
階
建

て
店
舗
を
改
装
・
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
市
商
工
会
役
員
な
ど
有

志
８
人
が
12
月
２
日
、
新
会
社

「
街
な
か
に
ぎ
わ
い
館
」
を
設
立
。

飲
食
店
や
小
売
店
、
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
起

業
家
支
援
）
機
能
の
ほ
か
、
既

存
の
商
工
業
者
の
支
援
や
高
齢

者
だ
ん
ら
ん
な
ど
市
民
と
市
内

の
商
工
業
者
を
結
ぶ
場
を
設
け

る
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
復
活
に

つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。

矢
板
駅
東
口
に
オ
ー
プ
ン
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
コ
コ
マ
チ
」

　

商
工
会
を
支
援
す
る

県
議
会
議
員
の
会
は
５

月
28
日
、
平
成
26
年
度
年

次
総
会
を
開
催
し
、
今
年

度
の
事
業
計
画
や
収
支

予
算
な
ど
を
決
議
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
今
国
会
で
法

案
の
成
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
は

国
の
施
策
が
小
規
模
企
業
に
大
き

く
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
「
商
工
会
及
び
商

工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者

の
支
援
に
関
す
る
法
律
」（
小
規

模
支
援
法
案
）
も
閣
議
決
定
さ
れ

　

板　

橋　

一　

好︵
小　

山　

市
）

　

梶　
　
　

克　

之︵
宇
都
宮
市
）

●
渡　

辺　
　
　

渡︵
日　

光　

市
）

　

平　

池　

秀　

光︵
栃　

木　

市
）

　

髙　

橋　

文　

吉︵
宇
都
宮
市
）

◎
木　

村　

好　

文︵
足　

利　

市
）

　

石　

坂　

真　

一︵
真　

岡　

市
）

■
三　

森　

文　

徳︵
那
須
烏
山
市
）

　

螺　

良　

昭　

人︵
宇
都
宮
市
）

◎
神　

谷　

幸　

伸︵
鹿　

沼　

市
）

　

早　

川　

尚　

秀︵
足　

利　

市
）

◆
花　

塚　

隆　

志︵
さ
く
ら
市
）

◆
五
月
女　

裕
久
彦︵
宇
都
宮
市
）

　

小　

林　

幹　

夫︵
鹿　

沼　

市
）

　

岩　

崎　
　
　

信︵
益　

子　

町
）

　

五
十
嵐　
　
　

清︵
小　

山　

市
）

◆
若　

林　

和　

雄︵
下　

野　

市
）

□
山　

形　

修　

治︵
茂　

木　

町
）

◇
佐　

藤　
　
　

良︵
壬　

生　

町
）

◇
金　

子　
　
　

裕︵
佐　

野　

市
）

◆
阿　

部　

寿　

一︵
那
須
塩
原
市
）

　

横　

松　

盛　

人︵
宇
都
宮
市
）

　

中　

島　
　
　

宏︵
宇
都
宮
市
）

□
関　

谷　

暢　

之︵
那
須
塩
原
市
）

　

神　

林　

秀　

治（
高
根
沢
町
）

◆
亀　

田　
　
　

清︵
佐　

野　

市
）

　

五
十
畑　

一　

幸︵
小　

山　

市
）

　

池　

田　
　
　

忠︵
大
田
原
市
）

　

阿　

部　

博　

美︵
日　

光　

市
）

「商工会を支援する県議会議員の会」所属議員

●
会
長　
　
　

◎
副
会
長　
　
　

◆
幹
事

■
事
務
局
長　

□
事
務
局
次
長　

◇
監
事

挨拶をする渡辺渡会長

代
表
質
問
の
あ
と
議
場
ホ
ー
ル
で

三
森
文
徳
県
議
を
囲
む
商
工
会
長
等

て
お
り
、
地
域
を
支
え
て
い
る

小
規
模
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

商
工
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
な
か
、
商
工
会
を
支

援
す
る
た
め
の
活
動
を
引
き
続

き
推
進
す
る
と
し
た
。

年次総会年次総会
商
工
会
を
支
援
す
る
県
議
会
議
員
の
会

商
工
会
長
ら
が
県
議
会
傍
聴

　
　
　
　
　
　
　
三
森
県
議
が
代
表
質
問

　
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
は
、
小
規
模
事
業
者
が
地
域
経
済
や
雇
用

を
支
え
る
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
活
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る

よ
う
に
、
小
企
業
者
を
含
む
小
規
模
企
業
に
つ
い
て
①
事
業
の
持
続
的
な
発

展
を
図
る
こ
と
。
②
小
企
業
者
の
円
滑
か
つ
着
実
な
事
業
の
運
営
を
適
切
に

支
援
す
る
事
が
基
本
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
国
、
地
方
公
共
団

体
の
ほ
か
全
国
的
に
組
織
さ
れ
た
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
の
活
用
が
不
可

欠
で
あ
り
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
の
取
組
み
を
強
化
す
る
た
め
に

「
小
規
模
支
援
法
」
も
同
時
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
政
府
は
小
規
模
事

業
者
に
限
定
し
た
様
々
な
事
業
策
定
に
本
腰
を
い
れ
て
い
く
。


